
２．歳入決算の概要                          

 
（１）市税の決算額について 

 

平成２０年度の市税決算額は、前年度に比べて 59 億 7,900 万円（0.8％）増となりました。 

これは、個人市民税が納税者数及び所得の増に伴い、70 億 2,300 万円（2.3％）増加したことや、

固定資産税が家屋の新増築などで 41 億 5,400 万円（1.6％）の増加となった一方で、企業収益の悪

化を反映し、法人市民税が▲53 億 4,600 万円（▲7.6％）減少したことなどによるものです。この

結果、市税収入全体としては、４年連続の増収となり、平成９年度に次いで過去２番目の規模とな

りました。 

なお、２０年度当初見込額との比較では、企業収益の悪化による法人市民税の減少が大きく影響

したことなどにより、約 60 億円減少しました。 

  

◇市税決算額の前年度対比                         
 (単位：百万円、％)

対前年度比 対前年度比

市民税 377,070 371,764 0.5 370,087 10.1 ▲5,306 1,677
個人分 302,643 307,029 2.3 300,006 11.0 4,386 7,023
法人分 74,427 64,735 ▲7.6 70,081 6.6 ▲9,692 ▲5,346

固定資産税 264,211 264,024 1.6 259,870 1.2 ▲187 4,154
市たばこ税 21,123 20,432 ▲5.3 21,565 ▲1.2 ▲691 ▲1,133
事業所税 15,892 16,226 2.3 15,869 3.2 334 357
都市計画税 55,324 55,186 1.6 54,323 1.2 ▲138 863
その他 1,798 1,825 3.5 1,764 1.0 27 61

735,418 729,457 0.8 723,478 5.5 ▲5,961 5,979

２０年度 １９年度 差引

対前年決算額
（B-C）

市税合計

対当初見込額
（B-A）

決算額C当初見込額A 決算額B

 

◇市税収納率と市税滞納額について ～収納率は 0.1 ポイント向上の 97.0％を達成～ 

 区と局が一体となり収納対策の強化に努めた結果、収納率については、97.0％で、８年連続で

向上しました。また、市税滞納額についても、前年度から 11 億 400 万円（▲5.5％）減少し約 189

億円となりました。 

決算額 対前年度比 決算額 対前年度比

市税滞納額 18,855 ▲5.5% 19,959 ▲2.2% ▲ 1,104

収納率 0.1%97.0% 96.9%

20年度 19年度
差引

 

  （単位：百万円)

市税収納率と滞納額の推移
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（２）その他の歳入決算の概要 
 

その他の主な歳入の増減については、以下の通りです。 

①県税交付金：景気の悪化に伴う自動車取得税交付金、配当割交付金の減収などにより、前年度と

比べ▲82 億 1,200 万円（▲12.8%）減の 558 億 700 万円となりました。 

②地方交付税：税収の伸びなどから普通交付税の不交付団体となったことなどにより、前年度と比

べ▲6 億 7,400 万円（▲37.9％）減の 11 億 300 万円となりました。13 年度から

発行している臨時財政対策債は、前年度と比べ▲21 億 8,100 万円（▲6.3%）減の

322 億 4,000 万円となり、臨時財政対策債を含む広義の地方交付税額では、前年

度と比べ▲28 億 5,500 万円（▲7.9%）減の 333 億 4,300 万円となりました。 

③国庫支出金：定額給付金給付事業に伴う増などにより、前年度と比べ 595 億 3,600 万円（38.4%）

増の 2,144 億 2,800 万円となりました。 

④市   債：新たな市債発行については、計画的な発行抑制を行っています。２０年度は１９年

度の発行実績が予算に比べて減額となった分を活用して減収補てん債を発行する

などした結果、発行額から発行差金を差し引いた市債の決算額は前年度と比べ  

55 億 1,500 万円（5.0%）増の 1,158 億 800 万円となりました。 

⑤そ の 他：・地方特例交付金は、減収補てん特例交付金が措置されたことなどにより、前年度

と比べ 41 億 7,600 万円（91.7%)増の 87 億 2,900 万円となりました。 

・諸収入は、中小企業融資制度事業費における融資額の増に伴う預託金の増などに

より、前年度と比べ 242 億 700 万円（20.1%）増の 1,446 億 2,600 万円となりま

した。 

 

市税 
7,295 億円 

51.5％ 

県税交付金 
558 億円 3.9％ 

国庫支出金 
2,144 億円 
 15.2％ 

使用料・手数料 
437 億円 

3.1％ 

地方譲与税 
102 億円 

0.7％ 

市債 
1,158 億円 

8.2％ 

その他 
2,459 億円 

17.4％ 

歳 入 決 算 額 

1 兆 4,153 億円

歳入決算の構成について 

【参考】一般財源の主な増減 （単位：百万円）

対前年度比 対前年度比

735,418 729,457 0.8% 723,478 5.5% ▲5,961 5,979

10,700 10,177 ▲2.4% 10,429 ▲64.7% ▲523 ▲252

64,890 55,807 ▲12.8% 64,020 ▲1.2% ▲9,083 ▲8,212

1,000 1,103 ▲37.9% 1,777 ▲86.9% 103 ▲674

11,825 8,729 91.7% 4,553 ▲79.0% ▲3,096 4,176

1 565 ▲82.5% 3,237 35.4% 564 ▲2,672

27,638 32,242 20.7% 26,705 7.3% 4,604 5,537

851,472 838,080 0.5% 834,199 ▲1.0% ▲13,392 3,881

２０年度 １９年度 差引

当初見込額A 決算額B 決算額C
対当初予算額

（B-A）

対前年決算額

（B-C）

合計

地方譲与税

県税交付金

市税

地方交付税

地方特例交付金

純繰越金
その他
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